
都市再生整備計画　フォローアップ報告書

八幡地区

平成２５年３月

福岡県北九州市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

省エネライフ実践戸
数の割合

％ 0

指　標 従前値

指標４ 居住人口 人

指標３

32,159

その他の
数値指標１

見込み・確定の別

H　　年　月

※フォローアップの必要のある指標について記入

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

1年以内の
達成見込み

道路、橋梁などのインフラ整備、居
住者を対象としたワークショップや
エコドライブセミナーなどを行った結
果、エコライフ実践につながった。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

地域内の緑化の促進、遊歩道整備
など緑と潤いのある都市空間整備
に取り組んだ結果、地区の中心で
あるスペースワールド駅の利用者
数が増加した。

100 H２４年４月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標２

総合所見

リニューアル工事の遅れや東日本
大震災などの影響により、平成23
年度は目標値を下回ったが、ｸﾞﾘｰﾝ
ﾋﾞﾚｯｼﾞ推進事業の取組みや市民ﾎﾞ
ﾗﾝﾃｨｱの活動により、一時（H18～
H20）は、目標を上回っており、引き
続き、環境共生のまちづくりを進め
ていく。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

地区内の道路整備、住民の活動拠
点となる市民センターの整備などに
取り組んだ結果、居住人口の減少
幅が小さくなった。

ＪＲスペースワールド
駅の乗降者数

人/日 3,490

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

東日本大震災の影
響により、海外から
の来館者が半減し
た。

△

31,702 H２４年５月 ○

5,839 H２４年７月

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

104,973

計測時期

H２４年４月

100 ○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
環境ミュージアム来館
者数

人/年 113,229

4,500

100

31,000

1年以内の
達成見込み

○

116,320

見込み・確定
の別

120,000 △

6,142

○

目標値

31,993

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

事後評価



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

市民、NPO、企業などとの協働の推進

活性化のための拠点の整備

地区内での交流の推進

・地域の住民、NPO、企業が主体となり、東田まつりを開催。

実施した具体的な内容

・環境ミュージアムに、新たな環境学習施設「地球の道」を整
備。

・地区内の新たな環境拠点となっている。

今後の課題　その他特記事項

・限られた予算の中で、各組織が「おすそわけ」「おもちより」を継
続していくことが重要。

・個々の施設だけでなく、複合的な環境学習プログラムを開設
し、来訪者の多様なニーズに応えられるように工夫が必要。

実施した結果

・これまであまり交流のなかった住民、NPO、企業
の協働により、イベントを成功することができた。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・ハーブガーデン「エンジ村」の付設 ・HPなどでも幅広く参加を呼びかけているが、より多くの人に参
加してもらえるような仕掛けが必要。

具体的内容

・継続的な交流場所が確保でき、地区内交流の促
進につながっている。

実施時期


